
１０／２１分科会 

参加者：笹村氏、石井氏、小泉氏、小野 

場所 ：市役所４階会議室 

時間 ：0915－1315 

                                          
 
①コスト分析と施策費用の見積もり 

 
 

 

現状 

 

 

 

 

 

 

 

②目標の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

③基礎データの整理 

    上記の①での生ごみや剪定枝のコスト計算が前提 

    堆肥の品質分析 

    堆肥の生成量と田畑での還元量のバランス計算 

    家庭内消滅型の浸透度調査（３市場で） 

 

④啓蒙と PR 

   ブランド茶の企画 

    意気込み茶（生意気茶）足柄の企画促進 

    堆肥検討、販売経路検討、製品企画、消費者の畑への誘因 

    ごみの処理費用の啓蒙活動の一環 

    循環計画の消費者側からの循環支援の例 

    （ごみ処理方向からではなく、逆からの循環検討）                       以上 

            削減 

            効果 

 

手段 目標の設定 

家庭内の消滅型 

（モデルの設定と拡大） 

５年 １０％（７．５千世帯） 

地域ステーション 

循環型の組合せ 

１０年 生ごみ ５０％削減 

その後 × 年 全ごみ ×％削減 

資料２ 

小野試案

 

支援へ 

実施可能な

施策の選択 

と その予算

見積もり 

 

効果測定の設計 

実施可能な

施策の選択 

と その予算

見積もり 


